
 

クリスチャンとしての歩み                     2023/8/16  

神のみこころ② 

ヨシュア記７章 

マタイ18:23～35 
 

ある事について祈る決心をした人がいました。その人は祈りのリストにその事を加え、友

人にもその事について祈るつもりだと話し、実際に祈り出す寸出のところまでいくのです。

ところが、その事について時折考えることがあっても、殆ど祈りませんでした。なぜでしょ

うか？それは、祈らなくても、どうにかこうにか､上手くいき､前進していたからです。 

私たちクリスチャンの心の深層に｢万策尽きたら祈ることにしよう…｣という考え、｢神様

の助け無しで、自分の力で何とかなるし、結構やれる！｣という思いが染みついているので

す。しかし結果を見て、いつも「もっと祈れば良かった…」と、後悔しています。 

小さい器でも、巨大な樽でも、神様の処に持って行くなら、神様は溢れさせて下さいます。

神様のみこころは、私たちがこの肉の思いから解放され、神の祈りの人になることです。 

聖書の学び   

Ⅰ、罪とその結果を知る (ヨシュア記7：1～26) 

1、エリコを陥落させ、いよいよカナンの地に入って行こうとしたとき、

小さい町アイの大失敗を経験しました。原因は何でしょうか？ 

①ヨシュア記6：18～19＝ 

 

②ヨシュア記7：１＝ 

 

２、ヨシュアはアイを攻める時、全く祈っていません。祈らない、 

祈れない､ヨシュアの心にあったものは何だと思いますか？ 

 

＊ヨシュア記7：2､3､7＝  

 

３、アイでの失敗がイスラエルに与えた損失はどのぐらいでしたか？ 

  イスラエルの戦士：   アカンと家族、彼の持ち物  今後の神の民の栄光 
(ヨシュア記7:4,5)            (ヨシュア記7:21,25)             (ヨシュア記7:11,12) 

神の祈りの人になるために 
 

 



 

 

Ⅱ、新約に生きるクリスチャンの、神の前の義  
コロサイ3:9､10 

１、神の喜ばれる義しさは何でしょうか？ 
  

Ⅰペテロ3:11､12 を読みましょう。 
 

＊祈りが妨げられ、祈れなくなる原因とは、何だと思いますか？  

 

２、私たちの罪が十字架によって赦されたことは、愛に満ちた共同体に 

おいてどうすることでしょうか。 

＊マタイ18:23～35を読みましょう 

①莫大な借金のあるしもべはどうなるはずでしたか？（マタイ18:25） 

 

②返済を免除されたしもべは、自分に借金のあるしもべ仲間に、どうすれば 

良かったのでしょうか？（マタイ18:32～33） 

 

３、弱い人々にも、思いやりのある態度を持って接していますか？ 

  （マタイ25:40） 

 

Ⅲ、聖霊による信仰  

１、自分の赦せない心、受け入れたくない心を変えて頂くには、どの 

ようにしたら良いでしょうか。 

 ①人を赦せない心を悔い改める(Ⅰヨハネ1:9) 

 

②キリストと一つにされる（ローマ6:6～7､11） 


